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現
在
議
員
で
は
あ
る
が
、私
達
自
身
、皆

さ
ん
と
同
じ
年
齢
の
時
に
は
選
挙
に
興

味
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
国
の
借
金
は
増
え
て
お
り
、若

い
世
代
に
の
し
か
か
っ
て
く
る
の
で
無

関
心
で
い
ら
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
と

思
っ
て
い
ま
す
が
、皆
さ
ん
は
選
挙・政

治
へ
の
関
心
は
ど
れ
ぐ
ら
い
あ
り
ま
す

か
？

■
若
年
層
は
楽
し
い
こ
と
に
目
が
行
き

が
ち
で
、私
自
身
選
挙
に
つ
い
て
意
識

し
て
い
な
い
。選
挙
は
楽
し
み
で
は
な

く
、選
挙
に
つ
い
て
考
え
て
い
な
い
人

が
周
り
に
多
い
。

■
政
治
に
興
味
が
持
て
な
い
、若
者
は

無
力
感
が
あ
る
。自
分
が
投
票
し
て
も

何
も
変
わ
ら
な
い
。少
子
高
齢
化
で
、若

者
の
意
見
が
反
映
さ
れ
な
い
の
で
は
な

い
か
。

　選挙権年齢が20歳から18歳へ引き下げられたことにより、選挙や政治を身近に感じるようになっ
た高校生。
　選挙のたびに「若者の低投票率」が指摘され続けているが、山形県は10代の投票率が全国1位
（2019年参院選・2017年衆院選）となっている。
　選挙と政治への若い世代の関心を高めるにはどうしたらよいかを伺うため、寒河江高校生徒会と意
見交換会を行いました。

■
政
治
の
情
報
や
国
際
情
勢
な
ど
、国

単
位
の
こ
と
は
報
道
さ
れ
る
が
、県
や

市
町
村
な
ど
の
こ
と
は
報
道
さ
れ
な
い
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
発
信
が
必
要
で
、改
善
す

れ
ば
、投
票
率
も
上
が
る
の
で
は
な
い

か
。

マ
ス
コ
ミ
を
通
じ
て
情
報
が
入
っ
て
く

る
国
や
国
会
議
員
と
違
い
、近
く
な
の

に
よ
く
わ
か
ら
な
い
と
言
わ
れ
ま
す
。

で
は
、情
報
発
信
は
ど
の
よ
う
に
し
て

い
け
ば
い
い
と
思
い
ま
す
か
？

■
ポ
ス
タ
ー
だ
け
で
な
い
情
報
が
必
要

だ
と
思
う
。議
員
一
人
一
人
が
何
を
す

る
か
違
い
を
伝
え
る
こ
と
が
重
要
。

■
学
校
に
チ
ラ
シ
を
持
っ
て
来
て
配
っ

て
も
読
ま
な
い
と
思
う
。や
は
り
Ｓ
Ｎ

Ｓ
が
効
果
的
だ
と
思
う
。

ス
マ
ホ
で
投
票
で
き
れ
ば
、全
員
が
投

票
す
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

ま
た
、発
信
力
を
高
め
る
た
め
の
Ｓ
Ｎ

Ｓ
活
用
は
ど
う
思
い
ま
す
か
？

■
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
中
で
も
、特
に
イ
ン
ス
タ

グ
ラ
ム
や
テ
ィ
ッ
ク
ト
ッ
ク
、ツ
ィ
ッ

タ
ー
な
ど
が
効
果
的
だ
と
思
う
。

■
テ
ィ
ッ
ク
ト
ッ
ク
な
ど
、検
索
し
な

く
て
も
見
ら
れ
る
、受
動
的
な
方
を
よ

く
見
る
傾
向
に
あ
る
。

能
動
的
で
は
な
く
、受
動
的
な
方
を
検

討
し
て
ほ
し
い
。

■
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
も
無
関
心
が
多
い
。市
議

会
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
た
だ
発
信
し
て
も
見
な

い
。関
心
の
あ
る
も
の
を
見
る
。以
前
、

河
野
大
臣
の
ツ
イ
ッ
タ
ー
な
ど
、興
味

が
あ
っ
た
。

■
現
状
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
使
用
し
な
い
高
校
生

も
多
い
。議
員
に
直
接
学
校
へ
来
て
も

ら
っ
て
話
を
し
て
も
ら
い
た
い
。

特
集
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■
高
校
生
は
あ
ま
り
聞
か
な
い
が
、車

を
利
用
す
る
人
は
ラ
ジ
オ
を
聞
く
の
で

ラ
ジ
オ
の
活
用
を
考
え
て
は
ど
う
か
。

■
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
発
信
し
て
も
、高
校
３
年

生
に
な
る
と
受
験
が
中
心
に
な
り
、見

な
い
こ
と
が
多
い
。

■
広
報
な
ど
、若
者
は
楽
し
く
な
い
と

見
な
い
。選
挙
は
無
理
無
理
連
れ
て
い

か
れ
、な
ん
と
な
く
投
票
す
る
の
だ
と

思
う
。広
報
に
４
コ
マ
漫
画
な
ど
、簡
単

に
伝
え
ら
れ
る
も
の
を
活
用
し
て
は
ど

う
か
。ふ
る
さ
と
Ｃ
Ｍ
大
賞
の
よ
う
に

テ
レ
ビ
の
活
用
を
考
え
て
は
。

本
日
の
意
見
交
換
会
は
い
か
が
で
し
た

か
？

■
市
議
会
は
ど
う
い
う
こ
と
を
し
て
い

る
か
分
か
ら
な
か
っ
た
が
、こ
れ
を
機

に
興
味
を
持
つ
き
っ
か
け
に
な
っ
た
。

■
こ
う
い
う
場
を
開
い
て
も
ら
い
、選

挙
に
少
し
興
味
が
持
て
、選
挙
に
行
こ

う
と
思
っ
た
。直
接
的
な
か
か
わ
り
が

良
い
と
思
う
。

■
寒
河
江
市
は
、奨
学
金
返
済
の
補
助

と
い
う
良
い
制
度
が
あ
る
。こ
れ
を
拡

大
し
て
く
れ
れ
ば
、若
者
は
帰
っ
て
く

る
の
で
は
な
い
か
。

■
実
際
、18
歳
か
ら
選
挙
権
を
持
つ
と

い
う
実
感
は
な
い
が
、政
治
に
参
加
す

る
気
持
ち
が
わ
い
て
き
た
。

こ
れ
か
ら
も
、よ
り
寒
河
江
市
の
発
展

を
願
っ
て
い
ま
す
。
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令和4年　第１回定例会

定例会で可決された議案のうち、特に皆さんに知っておいてほしいことをピックアップします。

ここがポイント

寒河江市の令和4年度予算が可決
議第3号〜議第11号

一般会計や市立病院事業会計、
国民健康保険特別会計など、
市長から寒河江市の令和4
年度予算案が提案され、本会
議及び予算特別委員会で審査
しました。
その結果、全ての予算案が提
案通り可決されました。

一般会計予算 231億円 対前年度比3億6000万円
1.6パーセント増

一般会計歳出
（目的別）

支出支出

議会費
0.7%

総務費
23.5%

民生費
29.0%

衛生費
9.8%

市税
22.1%

寄附金
7.8%
繰入金
11.4%

諸収入
・その他
7.2%

地方交付税
19.3％

国庫支出金
12.5％

県支出金
6.8％

各種交付金など
5.4％

市債 7.5％

自主
財源
48.5%

労働費
0.1%

農林水産業費
2.4%

商工費
6.6%

土木費
10.0%

消防費
2.8%

教育費
8.1%

公債費
6.8%

予備費
0.2%

ふるさと納税の
返礼品等費用のため、
近年大きな割合に
なっています。

一般会計
歳入

収入

　　　　　　　　

医療や介護、子育て等
に使われる予算です。
こちらも増加傾向に
あります。

除雪の費用も
この項目です。

市民税や固定資産税
等、私達が納付して
いるお金です。

依存
財源
51.5%

ふるさと納税で
納めて頂いたお金です。

各自治体の財力や規模
に応じて国から交付
されます。

使用目的が
決められている
お金です。

一般会計歳出
（目的別）

支出支出

議会費
0.7%

総務費
23.5%

民生費
29.0%

衛生費
9.8%

市税
22.1%

寄附金
7.8%
繰入金
11.4%

諸収入
・その他
7.2%

地方交付税
19.3％

国庫支出金
12.5％

県支出金
6.8％

各種交付金など
5.4％

市債 7.5％

自主
財源
48.5%

労働費
0.1%

農林水産業費
2.4%

商工費
6.6%

土木費
10.0%

消防費
2.8%

教育費
8.1%

公債費
6.8%

予備費
0.2%

ふるさと納税の
返礼品等費用のため、
近年大きな割合に
なっています。

一般会計
歳入

収入

　　　　　　　　

医療や介護、子育て等
に使われる予算です。
こちらも増加傾向に
あります。

除雪の費用も
この項目です。

市民税や固定資産税
等、私達が納付して
いるお金です。

依存
財源
51.5%

ふるさと納税で
納めて頂いたお金です。

各自治体の財力や規模
に応じて国から交付
されます。

使用目的が
決められている
お金です。

主な事業会計
市立病院事業会計
	 21億8490万円
水道事業会計
	 16億8784万円

主な特別会計
国民健康保険特別会計
	 39億6738万円
介護保険特別会計
	 45億4060万円

（会期 :３月2日～３月23日 /22日間）
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「道の駅」の多様なニーズに応える再整備
議第3号　令和４年度寒河江市一般会計予算
　　　　　歳出第2款　総務費　【チェリーランド再整備事業】

〇�チェリーランド再整備　3億9998万9千円
グランドオープンから25年以上が経過するチェリーランドは老朽化が目立っており、
観光客の「道の駅」へのニーズも大きく変化しています。市では屋内児童遊技場建設
をはじめとした河川敷公園の充実など、計画的に整備を進めていきます。
【こんな質疑が行われました】
Ｑ． チェリーランド再整備事業が始まるが、コロナ禍等による
資材高騰により整備に支障をきたすことはないのか。

A． 事業者と協議を重ねた上で、物価スライドに合わせ、補正
なども検討しながら対応していきたいと考えております。

新たにV2H設備の設置にも助成
議第3号　令和４年度寒河江市一般会計予算
　　　　　歳出第４款　衛生費　【環境衛生事業】

○�寒河江市再生可能エネルギー設備導入事業費補助費　900万円
�太陽光発電・蓄電池・木質バイオマス燃焼機器等の設備導入に加え、新たにV2H
設備の設置に対しても助成することで、再生可能エネルギーの普及を促進します。
【こんな質疑が行われました】
Ｑ． 具体的にどのくらいの件数を見込んでいるのか。
A． 太陽光パネルは25件、蓄電池は25件、木質バイオマス電源
あり10件、電源なし６件です。

　　�令和4年度より、V2Hの導入に、６件の助成を予定してい
ます。

　　令和3年度は、申請者が多く、補正予算で対応しました。
V2H▶「クルマ（Vehicle）から家（Home）」。電気自動車等に蓄えられた電力を、家庭で活用する考え方。

魅力発信と街づくりのためにふるさと納税を活用
議第3号　令和４年度寒河江市一般会計予算
　　　　　歳入第17款　寄附金

令和4年度のふるさと納税は18億円を見込み計上されました。
ふるさと納税は、米（はえぬき）・さくらんぼやその他の果物など、寒河江ブランド
の特産品を返礼品とした寄附金で、以下のような事業に使われています。
◦�安心して結婚・出産・子育てできる環境づくり、将来を担う「さがえっこ」の育成に関する
事業
◦�魅力ある農業・賑わいある商工業の振興、さくらんぼなどの地域資源を活かした観光の振興、
住環境への支援等に関する事業
◦高齢者支援や健康づくり、地域防災力の強化や交通安全の推進に関する事業
◦�地域づくりの担い手の育成、国際交流、生涯学習・スポーツの推進、郷土の歴史や文化を守
る取組に関する事業
◦�公園・緑地等の都市空間の整備、自然環境に配慮した取り組み、交通ネットワークの整備に
関する事業
◦その他目的達成のために市長が必要と認める事業
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新型コロナに対応するため中小企業支援
議第3号　令和４年度寒河江市一般会計予算
　　　　　歳出第7款　商工費　【中小企業販売促進事業費補助など】

新型コロナウイルス感染症の影響を受けている中小企業の事業継続と事業復活を支援
します。
〇中小企業販売促進事業費補助金� 1000万円
〇販路拡大支援事業補助金　　� 150万円
〇新分野展開等事業費補助金　　� 300万円
〇ふるさと工芸品支援事業費補助金� 200万円
〇中小企業人材育成事業補助金　　� 　93万3千円

経営努力だけでは避けられない農業の収入減対策
議第3号　令和４年度寒河江市一般会計予算
　　　　　歳出第6款　農林水産業費　【農業総務事業】

〇農業経営セーフティーネット研修支援事業補助金　20万円
○収入保険新規加入緊急奨励事業助成金　　　　　�138万円
�農業経営収入保険制度は、全ての農産物を対象に、自然災害による収量減少だけでな
く、市場価格の低下、けがや病気で収穫できなかったときや新型コロナウイルスの影
響など、経営努力だけでは避けられない収入減少を保障する農業保険です。加入対象
者は青色申告を行っている方になります。
【こんな質疑が行われました】
Ｑ． 収入保険新規加入緊急奨励事業助成金の助成額はどれぐらいか。また、どの程度の加入を
見込んでいるのか。

A． 収入保険への助成額は、１件当たり3万円が上限となります。
　　�そのうち、県が3分の2の2万円を、市が3分の１の１万円を負担することになります。
　　�加入世帯数については、現在の加入件数の2倍を目指しており、46件分を見込んでおり
ます。

新規就農を目指す、地域おこし推進員の配置
議第3号　令和４年度寒河江市一般会計予算
　　　　　歳出第6款　農業総務費　【新規就農者等育成推進事業】

新規就農者支援育成協議会のサポートを受け、就農
過程を情報発信しながら就農の準備を進める3名の
地域おこし推進員を配置します。
地域農業の担い手となる人材の育成と移住定住を目
指す新たな事業です。
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持続可能な脱炭素型社会の実現に向けて
議第12号　寒河江市ゼロカーボンシティ宣言について

地球温暖化が原因と考えられる異常気象や災害が多発し、私たちの暮らしに深刻な影
響を及ぼしています。
気候変動に対し、寒河江市では2050年までに二酸化炭素の排出量を実質ゼロにする
「ゼロカーボンシティ」を目指す宣言です。
市民の皆さんとともに、脱炭素型社会の実現に向けて取り組んでいきます。

【こんな質疑が行われました】
Ｑ． 放課後児童クラブの整備への予算は、どのような用途か。
A． 寒河江中部小学校学区内の第６・７わんぱくクラブの整備等に取り組むため、放課後児
童対策事業費3410万円を追加しました。

　　主な用途は、市内元町地内に土地(1016平方メートル)を購入するための予算です。

寒河江中部小学区に新たな放課後児童クラブ施設を建設
議第1号　令和3年度寒河江市一般会計補正予算（第９号）
　　　　　歳出第3款　民生費　【放課後児童対策事業】

各中学校にALTを配置し、生きた英語を中学生に
議第3号　令和４年度寒河江市一般会計予算
　　　　　歳出第10款　教育費　【学力向上推進事業】

令和3年度にこの事業を計画していましたが、新型コロナウイルス感染症の影響で
ALTの入国が困難だったため、令和4年度から実施します。
3人から5人に増員し、陵南中学校に2名、陵東・陵西中学校に各１名、学校教育
課に１名を配置します。
ALT▶「Assistant�Language�Teacher」の略。外国語を母国語とする外国語指導助手の意味。

子育て世代の家づくりを支援
議第3号　令和４年度寒河江市一般会計予算
　　　　　歳出第8款　土木費　【住宅建築推進事業】

〇住宅建築推進事業補助金　　� 5184万円
〇子育て定住住宅建築事業補助金� １億円
県外から定住：最大200万円・県内から定住：最大100万円
・市内在住：最大50万円※多子世帯への加算あり�
中学校3年生以下の子どもがいる（妊婦含む）子育て世代
の方が住宅を新築・購入やリフォームをする場合に助成を
行うことで、経済的な負担の軽減や住宅取得の促進と定住
人口の拡大を図ります。
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決　議
　決議とは、議会が政治的効果を狙い、あるいは対外的に議会の意思を表明するために行な
われる事実上の意思形成行為です。3月定例会で可決された決議を紹介します。

　2月24日、ロシアは、世界中の平和を望む切なる願いに反し、ウクライナへの侵略を開始し
た。さらに現在は、核の力を背景に国際社会の安定を一層脅かしている。
　ロシア軍の侵略により多くの人々が住み慣れた地を追われ、避難を余儀なくされている。武力
攻撃は居住地にも及び、幼い命が奪われるなど罪のない民間人にも被害が広がっている。
　このようなウクライナの主権と領土を侵害する行為は、明らかに国際法、国連憲章に違反して
いる。
　また、今般のロシアの行動は、欧州にとどまらず、海を挟んで対面する日本はもとより、アジ
アを含む国際社会の秩序の根幹を揺るがしかねないもので、断じて看過できない。
　よって、本市議会は、ロシアのウクライナへの侵略に対し断固抗議するとともに、即時無条件
でのロシア軍の完全撤退を強く求める。

　以上、決議する。
　
　令和4年3月７日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　寒河江市議会

ロシアによるウクライナ侵略に断固抗議する決議

請 願・　　　見書意

【概要】
下記項目について、国への意見書提出を求
める。
・�沖縄戦戦没者の遺骨等が含まれた土砂を
埋め立て等に使用しないこと
・�戦没者遺骨の尊厳を守るため沖縄戦跡国
定公園を聖域として、遺骨を採取する環
境を保存すること�

人道的見地から沖縄戦戦没者の遺
骨等を含む土砂を採取し埋め立て
に使用しないよう国に意見書提出
を求める請願

請 願 者：	沖縄戦戦没者遺骨の尊厳
を考える市民の会　

　　　　　代表　漆山ひとみ	
紹介議員：沖津一博、柏倉信一、
　　　　　太田陽子

この請願は賛成多数で採択しました。

【概要】
下記項目について、強く要望する。
・�沖縄戦戦没者の遺骨等が含まれた土砂を
埋め立て等に使用しないこと
・�戦没者遺骨の尊厳を守るため沖縄戦跡国
定公園を聖域として、遺骨を採取する環
境を保存すること

人道的見地から沖縄戦戦没者の遺骨
等を含む土砂を採取し埋め立てに使
用しないよう国に求める意見書

この意見書は賛成多数で可決し、国の関係
機関等に送付しました。

意見書全文はこちらから
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議 論 ク ロ ー ズ ア ッ プ
〈『人道的見地から沖縄戦戦没者の遺骨等を含む土砂を採取し埋め立てに使用しないよう国に
意見書提出を求める請願』（請願第 1号）　討論要旨〉

〈人道的見地から沖縄戦戦没者の遺骨等を含む土砂を採取し埋め立てに使用しないよう国に求
める意見書の提出　討論要旨〉

戦没者の遺骨のある沖縄南部の土
をそのままに、静かに眠らせて

戦没者の遺骨やご遺族を利用する
ような内容には賛成できない

祖国の平和を念じ戦場に眠る英霊
に、敬意と感謝を

　私の伯父は、フィリピンで戦死した。遺骨
は戻らず、骨箱には、石ころが一つ入ってい
たと小学生だった母の記憶だ。沖縄戦で亡く
なった方の遺骨を、40年間も集めている方が
おられる。遺族のもとに返したいという一心
で活動している。沖縄戦で父親を亡くした遺

族は、遺骨が帰ってくるま
で、戦争は終わらないと話
していた。この請願は、遺
骨の眠る土をそのままに保
存し、土砂として埋立てに
使用しないでほしいという
事だ。遺族として、人道的
な観点からも賛成である。

　戦没者の遺骨やご遺族のことを本当に考え
ているのであれば「戦没者の遺骨が眠ってい
るすべての場所を保存すべき」という内容に
なるはずだ。「埋め立て」や「沖縄戦跡国定
公園」という文言を使い限定する必要はない
はずである。この文言を使用した理由として、

この請願の本当の目的は、
土砂の用途である「新基地
建設の阻止」にあるのでは
ないか。その目的を達成す
るために戦没者の遺骨やご
遺族を利用するのは間違っ
ていると私は考える。よっ
て賛成できない。

　我々は戦争の惨劇をありのままの形で残し
後世に語り継ぐ事で、平和な社会を築いてい
かねばならない責務がある。今日の日本の礎
となった多くの英霊に敬意と感謝を忘れては
ならない。ウクライナで戦争の惨劇を繰り返

すロシアに被爆国でもある
我が国が戦争反対の明確な
意思表示を示す意味でもこ
の請願を採択すべきである。
同僚議員の協力を願う。

無会派
太田　陽子　議員

無会派
月光　裕晶　議員

令和の会
柏倉　信一　議員

賛
成

反
対

賛
成

｢日本の安全保障」と「御霊への
尊厳」を混同せずに議論を

　ウクライナは核兵器放棄を条件に安全を保
障するという「ブダペスト覚書」に署名しま
したが反故にされ、現在ロシア軍の侵攻を受
けております。またロシアは日本とも国境を
接しておりますが、平和条約締結交渉の中断
を一方的に発表しました。現下の世界情勢は

冷戦終結後で最も危険な状
態になっており、我が国の
安全保障に資する議論は
しっかりと行われるべきで
すが、その議論と混同せず、
「国を守るために戦った御
霊への尊厳を」というこの
点について賛成いたします。寒河江創生会

安孫子	義徳	議員

賛
成
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一　般　質　問

医療 質問者 子育て 質問者
地域医療の課題と今後の取組 柏倉 不妊治療対策 太田（陽）

環境 質問者 社会 質問者
環境問題対策 太田（陽） 地域活性化・人口減少対策 鈴木

教育 質問者 空き家対策 太田（芳）

学校施設整備計画 渡邉 廃校の利活用 佐藤

将来の学校と教育 佐藤 少子化対策 佐藤

教育問題 荒木 キャッシュレス決済の促進 月光

新型コロナ対策 月光 デジタル社会に向けた取組と課題 柏倉

経済 質問者 除雪対策 阿部

市内経済活性化策 古沢 農業 質問者
健康・福祉 質問者 農業対策 太田（芳）

高齢者支援 太田（陽） 防災 質問者
コロナ関連職場の処遇改善 渡邉 防災と自主防災組織 古沢

5歳～ 11歳へのワクチン接種 月光

Ｐ12

Ｐ11

Ｐ13

Ｐ13

Ｐ12

Ｐ12

Ｐ10

Ｐ11

Ｐ13

Ｐ11

不
妊
治
療
が
保
険
適

用
に

　
さ
が
え
こ
う
の
と
り
応
援

事
業
と
し
て
、
不
妊
治
療
へ

の
助
成
を
行
っ
て
き
た
が
、
令
和
４
年
度
よ
り
、
不

妊
治
療
が
保
険
適
用
に
な
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
事

業
が
ど
の
よ
う
な
支
援
に
な
る
の
か
。 

問
令
和
３
年
度
実
績
は
。

　
２
月
末
現
在
に
お
き
ま
し
て
、
特
定
不
妊
治
療
費

助
成
事
業
は
28
件
、
一
般
不
妊
治
療
費
助
成
事
業
は

５
件
、
不
育
症
治
療
費
助
成
事
業
は
１
件
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

問
令
和
４
年
度
よ
り
、
保
険
適
用
に
な
る
が
、
こ
の

事
業
を
ど
の
よ
う
に
継
続
し
て
い
く
の
か
。

　
40
歳
以
上
43
歳
未
満
の
場
合
で
、
４
回
目
以
降
で

も
保
険
適
用
外
の
治
療
を
希
望
す
る
ご
夫
婦
に
は
６

回
目
ま
で
助
成
金
を
支
給
し
、
不
育
症
治
療
費
に
つ

い
て
も
従
来
通
り
助
成
し
て
ま
い
り
ま
す
。

問
不
妊
に
悩
む
多
く
の
市
民
が
活
用
で
き
る
よ
う
に
、

制
度
の
改
正
や
不
妊
治
療
の
情
報
な
ど
の
周
知
徹
底

を
ど
の
よ
う
に
図
っ
て
い
く
か
。

　
市
報
を
は
じ
め
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
「
寒
河
江
ぽ

け
っ
と
ナ
ビ
」
等
の
電
子

媒
体
等
を
活
用
し
、
機
会

を
捉
え
て
治
療
の
保
険
適

用
化
や
こ
う
の
と
り
応
援

事
業
に
関
し
た
情
報
を
積

極
的
に
発
信
し
て
ま
い
り

ま
す
。 太

田
陽
子 

議
員

Ｑ.一般質問とはなんですか？

　今回の一般質問は10名の議員が20テーマについて行いました。
その中から１議員１テーマをピックアップし、質問と答弁を要約して掲
載します。

Ａ.	市長などの執行機関から提案される議案の疑問点を
問うのが「質疑」です。提案された議案ではなく、
議員が市政全般に関して今後の方針や行政の課題を
問うのが「一般質問」です。

たいせつな宝物

一般質問録画映像は
こちらから

3月7日 3月９日

市…市長答弁　　教…教育長答弁

市市

市
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中
学
校
１
校
統
廃
合

に
異
議
あ
り

　
教
職
員
組
合
の
教
職
員
は

じ
め
多
く
の
市
民
か
ら
異
論

反
論
が
出
さ
れ
て
い
る
。
カ
ー
リ
ン
グ
競
技
の
ト
リ

プ
ル
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
で
、
と
て
も
不
安
だ
と
い
う
厳

し
い
声
だ
。

問
陵
東
中
・
陵
南
中
学
区
保
護
者
の
多
数
意
見
（
６

～
８
割
）「
見
直
し
必
要
な
し
」
が
反
映
さ
れ
て
い

な
い
の
で
は
な
い
か
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
は
、
陵
西
中
学
区
保
護
者
の
半

数
が
統
合
を
必
要
と
し
、
同
区
の
全
て
で
、
統
合
は

必
要
な
い
と
回
答
し
た
割
合
は
１
～
４
割
程
度
と
な

り
、
統
合
の
必
要
性
の
表
れ
で
あ
る
と
捉
え
て
お
り

ま
す
。

問
陵
西
学
区
は
小
中
学
校
が
皆
無
に
な
り
、
指
定
避

難
所
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
通
学
な
ど
問
題
が
多
い
の
で
、

小
学
校
を
新
設
す
べ
き
。

　
陵
西
地
区
へ
の
小
学
校
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
少

子
化
の
進
行
に
よ
り
、
学
年
単
学
級
は
解
消
で
き
な

い
た
め
、
中
学
校
区
を
ま
た
い
で
の
統
合
校
と
の
再

統
合
も
示
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
す
。

問
千
人
規
模
の
マ
ン
モ
ス
校
建
設
は
無
理
が
あ
る
。

建
設
予
定
地
の
選
定
は
困
難
で
は
な
い
か
。

　
新
中
学
校
建
設
予
定
地
に

つ
い
て
は
、
現
時
点
で
は
白

紙
の
状
態
で
あ
り
ま
す
。
総

合
的
な
観
点
か
ら
多
角
的
に

検
討
し
決
定
し
て
い
く
こ
と

に
な
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。

渡
邉
賢
一 

議
員

南
部
地
区
の
活
性
化

と
発
展
に
向
け
て

　
人
口
減
少
が
進
む
中
、
避

難
所
指
定
さ
れ
て
い
る
南
部

小
学
校
の
統
合
（
案
）
が
出
さ
れ
た
。
南
部
地
区

の
暮
ら
し
が
充
実
し
、
活
性
化
し
て
い
く
に
は
。

問
私
道
に
面
し
た
空
き
家
が
あ
る
場
合
、
私
道
の
活

用
に
向
け
た
幅
員
拡
張
等
へ
の
支
援
制
度
は
あ
る
か
。

　
空
き
家
対
策
と
い
た
し
ま
し
て
、
老
朽
危
険
空
き

家
解
体
事
業
補
助
制
度
を
設
け
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

私
道
の
整
備
に
対
し
ま
し
て
は
、
私
道
整
備
補
助
制

度
を
ご
活
用
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

問
高
屋
西
浦
地
区
の
市
営
住
宅
跡
地
を
ど
の
よ
う
に

利
活
用
す
る
の
か
。

　
子
供
や
高
齢
者
の
た
め
の
公
園
の
設
置
に
つ
い
て

の
要
望
書
が
提
出
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
改
め
て
ご
意

見
を
お
聞
か
せ
い
た
だ
き
、
土
地
利
用
検
討
委
員
会

に
お
い
て
有
効
な
活
用
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

問
南
部
小
学
校
を
無
く
す
か
わ
り
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
セ
ン
タ
ー
等
を
建
築
し
て
は
ど
う
か
。

　
地
域
コ
ミ
ュ
二
テ
ィ
活

動
の
拠
点
施
設
等
の
整
備

に
つ
い
て
は
、
安
全
・
安

心
で
地
域
の
活
性
化
に
つ

な
が
る
も
の
と
な
る
よ
う

に
地
域
の
皆
様
と
連
携
を

密
に
し
て
進
め
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

鈴
木
み
ゆ
き 

議
員

安
定
し
た
農
業
経
営

を
目
指
す
に
は

　
令
和
３
年
は
凍
霜
害
や
降

雹
に
よ
り
、
果
樹
全
般
に
被

害
が
及
ん
だ
。
特
に
さ
く
ら
ん
ぼ
は
平
年
の
収
量
の

３
割
ま
で
落
ち
込
ん
だ
。
今
の
と
こ
ろ
、
花
芽
が
充

実
し
期
待
が
持
て
る
。
災
害
に
遭
わ
な
い
方
策
を
。

問
令
和
３
年
を
踏
ま
え
、
収
入
保
険
の
加
入
数
は
上

が
っ
て
い
る
の
か
。

　
令
和
３
年
の
凍
霜
害
と
米
価
下
落
が
契
機
と
な
り

令
和
４
年
１
月
末
で
６3
件
と
令
和
２
年
度
の
加
入
数

31
件
に
比
べ
て
倍
増
し
ま
し
た
。
令
和
４
年
度
は
加

入
促
進
の
た
め
支
援
事
業
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

問
凍
霜
害
等
の
対
策
の
た
め
の
設
備
普
及
は
進
ん
で

い
る
の
か
。

　
令
和
３
年
度
は
霜
対
策
に
有
効
な
散
水
氷
結
法
や

オ
イ
ル
ヒ
ー
タ
ー
の
導
入
支
援
を
進
め
て
お
り
、
令

和
４
年
度
も
引
き
続
き
防
霜
設
備
導
入
の
支
援
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

問
さ
く
ら
ん
ぼ
の
設
備
（
雨
除
け
ハ
ウ
ス
）
の
老
朽

化
と
将
来
に
つ
い
て
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

　
雨
除
け
ハ
ウ
ス
を
一
部

改
修
す
る
た
め
の
補
助
制

度
を
周
知
す
る
と
と
も

に
、
生
産
者
や
関
係
団
体

の
声
を
伺
い
な
が
ら
、
さ

く
ら
ん
ぼ
の
持
続
的
な
生

産
と
振
興
に
一
層
取
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

太
田
芳
彦 

議
員

昭和46年と47年に建設された西浦住宅

２月14日教育長に要望書を
提出する教職員組合代表

散水に使うポンプ

市市

市

教教

教

市市

市
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市
内
事
業
者
へ
の
緊

急
経
済
対
策
で
支
援

　
我
が
国
経
済
は
新
型
コ
ロ

ナ
感
染
症
の
影
響
の
長
期
化

に
よ
り
低
迷
を
続
け
、
ま
た
半
導
体
不
足
、
木
材
等

住
宅
関
連
原
材
料
の
高
騰
で
利
益
減
少
に
陥
り
工
事

が
進
ま
な
い
状
況
に
な
っ
て
い
る
。

問
飲
食
関
係
も
含
め
幅
広
い
支
援
拡
充
が
必
要
で
は

な
い
か
。

　
市
商
工
会
な
ど
関
係
団
体
で
組
織
す
る
緊
急
経
済

対
策
事
業
実
行
委
員
会
と
連
携
し
、
地
域
経
済
を
停

滞
さ
せ
な
い
よ
う
、
切
れ
目
な
い
施
策
を
支
援
の
必

要
な
業
種
に
幅
広
く
実
施
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

問
水
道
、
下
水
道
使
用
料
の
猶
予
や
固
定
資
産
税
の

減
免
措
置
、
臨
時
支
援
給
付
金
等
は
で
き
な
い
か
。

　
上
下
水
道
使
用
料
、
固
定
資
産
税
に
つ
き
ま
し
て

は
、納
付
猶
予
等
で
長
期
的
に
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

臨
時
支
援
給
付
金
は
、
事
業
者
の
経
営
状
況
等
を
お

聞
き
し
な
が
ら
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

問
本
市
の
貴
重
な
伝
統
工
芸
品
従
事
者
の
事
業
承
継

に
つ
い
て
の
支
援
策
は
考
え
て
い
る
の
か
。

　
伝
統
工
芸
品
の
技
術
・
技
法
の
伝
承
を
デ
ジ
タ
ル

化
し
て
保
存
す
る
経
費

の
ほ
か
、
百
貨
店
等
で

の
実
演
販
売
や
Ｐ
Ｒ
動

画
作
成
の
経
費
な
ど
を

助
成
し
、
歴
史
あ
る
伝

統
工
芸
品
を
守
り
支
援

し
ま
す
。�

古
沢
清
志 

議
員

５
歳
～
11
歳
へ
の
ワ

ク
チ
ン
接
種

　
子
ど
も
の
感
染
者
も
多
く

出
て
い
る
状
況
下
で
、
５
歳

～
11
歳
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
始
ま
っ
た
。
保
護
者
と

し
て
は
「
子
ど
も
に
ワ
ク
チ
ン
を
打
た
せ
る
か
打
た

せ
な
い
か
」
の
判
断
材
料
が
必
要
だ
。

問
予
定
期
間
終
了
後
に
考
え
が
変
わ
り
、
接
種
を
希

望
す
る
子
ど
も
に
は
ど
う
対
応
す
る
の
か
。

　
９
月
末
ま
で
は
希
望
者
数
に
応
じ
た
接
種
体
制
を

維
持
し
ま
す
。
10
月
以
降
の
対
応
は
国
か
ら
方
針
が

示
さ
れ
た
段
階
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

問
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
有
無
を
起
因
と
し
た
い
じ
め
に

対
し
て
は
対
応
を
考
え
て
い
る
か
。

　
「
同
調
圧
力
」
を
生
ま
な
い
た
め
、
教
員
が
児
童

生
徒
に
対
し
接
種
を
促
し
た
り
、
接
種
の
有
無
を
確

認
し
た
り
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
指
導
し
て
お
り
、
引

続
き
適
切
な
対
応
に
つ
い
て
周
知
し
て
ま
い
り
ま
す
。

問
政
府
が
進
め
よ
う
と
し
て
い
る
、「
他
の
施
設
や

公
民
館
を
使
っ
た
代
替
保
育
」
は
考
え
て
い
る
か
。

　
や
む
を
得
ず
施
設
を
休
園
す
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、

代
替
施
設
で
は
な
く

当
該
施
設
に
お
い
て

消
毒
な
ど
感
染
対
策

を
十
分
講
じ
た
う
え

で
お
預
か
り
す
る
な

ど
、
保
育
機
能
の
維

持
に
対
応
し
て
ま
い

り
ま
す
。

月
光
裕
晶 

議
員

公
立
病
院
再
編
問
題

に
ど
う
取
り
組
む
か

　
少
子
高
齢
化
の
進
展
か
ら

公
立
病
院
の
再
編
問
題
は
喫

緊
の
課
題
。
本
市
の
市
立
病
院
も
築
50
年
、
医
療
従

事
者
の
確
保
・
高
額
医
療
機
器
更
新
等
、
早
急
な
対

応
が
求
め
ら
れ
る
。

問
再
編
問
題
に
議
論
の
場
を
設
け
る
よ
う
県
に
対
す

る
要
望
書
提
出
か
ら
２
年
、
進
捗
状
況
は
。

　
知
事
か
ら
は
、
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
の
協
議
の
場
を

設
置
し
、
県
も
積
極
的
に
参
画
し
議
論
を
進
め
て
い

き
た
い
と
回
答
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
の
影
響
も
あ

り
、
議
論
す
る
場
に
た
ど
り
着
い
て
い
な
い
状
況
で

す
。

問
課
題
解
決
に
今
後
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

県
立
河
北
病
院
と
市
立
病
院
は
老
朽
化
し
維
持
管

理
や
健
全
な
経
営
が
難
し
い
状
態
が
続
い
て
お
り
、

早
急
に
西
村
山
地
域
の
医
療
体
制
の
方
向
性
を
定
め

る
必
要
が
あ
る
た
め
、

新
た
な
ス
テ
ー
ジ
の

場
に
お
い
て
関
係
機

関
や
地
域
住
民
の
皆

さ
ん
の
ご
理
解
を
得

な
が
ら
、
県
か
ら
主

導
的
に
議
論
を
進
め

て
い
た
だ
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

柏
倉
信
一 

議
員

どうする！？
子どものワクチン接種

アフターコロナを待ち望む商店街		

高額医療機器の更新間近

市市 教

市市市

市市
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夢
と
希
望
の
持
て
る

新
学
校
と
教
育
を

　
将
来
、
ク
ラ
ス
替
え
も
で

き
、
個
性
を
伸
ば
せ
る
学
校

施
設
整
備
計
画
が
作
成
さ
れ
、
新
中
学
校
は
今
年
度

中
に
用
地
が
決
定
さ
れ
る
。

問
学
校
施
設
整
備
計
画
で
令
和
10
年
に
市
内
中
学
校

が
１
校
に
な
る
が
、
用
地
選
定
の
要
件
は
。

災
害
の
可
能
性
の
極
め
て
低
い
場
所
で
あ
る
必
要

が
あ
る
こ
と
、
閑
静
な
場
所
と
い
う
こ
と
、
そ
し
て
、

交
通
の
利
便
性
の
視
点
も
欠
か
す
こ
と
は
で
き
な
い

も
の
と
捉
え
て
お
り
ま
す
。

問
子
ど
も
た
ち
へ
、
本
市
と
繋
が
り
の
あ
る
台
湾
斗

南
鎮
と
ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
等
を
さ
せ
て
は
ど
う
か
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
現
在
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
な
ど
の
直
接

体
験
は
難
し
い
も
の
の
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
時
代
を

見
据
え
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
等
に
よ
る
国
際
交
流
の
視

点
を
大
事
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

問
子
ど
も
た
ち
が
将
来
本
市
で
活
躍
で
き
る
よ
う
に

郷
土
愛
を
育
む
教
育
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

令
和
４
年
度
か
ら
、「
さ
が
え
未
来
コ
ン
ソ
ー
シ
ア

ム
」
を
中
核
と
し
て
、
学
校
と
企
業
と
が
連
携
し
た

探
究
的
な
学
習

や
地
域
に
関
す

る
学
習
を
一
層

推
進
し
、
さ
ら

な
る
郷
土
愛
の

醸
成
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

佐
藤
耕
治 

議
員

市
民
が
住
や
す
い
除

雪
対
策

　
毎
年
、
建
物
北
側
に
あ
る

道
路
は
日
陰
に
な
り
早
朝
除

雪
だ
け
で
は
雪
が
消
え
に
く
い
。
毎
年
同
じ
よ
う
な

問
題
が
聞
こ
え
て
く
る
。
市
民
が
安
心
し
て
生
活
で

き
る
除
雪
対
策
を
伺
う
。

問
除
雪
後
も
雪
が
消
え
に
く
い
建
物
北
側
に
あ
る
道

路
の
除
雪
対
策
は
。 

市
民
か
ら
の
情
報
や
パ
ト
ロ
ー
ル
に
よ
り
確
認
を

し
て
お
り
ま
す
が
、
早
め
の
消
雪
剤
の
散
布
や
気
温

の
上
昇
に
合
わ
せ
た
小
ま
め
な
除
雪
に
よ
り
凹
凸
や

轍
の
解
消
を
図
り
安
全
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

問
路
線
バ
ス
通
り
の
除
雪
は
、
早
朝
の
除
雪
で
は
道

路
巾
が
出
な
い
。
ロ
ー
タ
リ
ー
車
で
巾
出
し
を
。

ロ
ー
タ
リ
ー
車
は
、
一
斉
除
雪
の
際
、
担
当
路
線

の
除
雪
を
行
う
た
め
早
朝
の
作
業
は
難
し
い
と
考
え

ま
す
。
一
斉
除
雪
後
に
行
う
除
雪
機
で
の
対
応
に
お

い
て
交
通
障
害
が
起
き
な
い
よ
う
に
し
て
ま
い
り
ま
す
。

問
遠
距
離
の
通
学
は
歩
道
確
保
が
難
し
い
。
早
朝
除

雪
と
定
期
的
な
ロ
ー
タ
リ
ー
車
で
巾
出
し
を
。

児
童
生
徒
が
安
全
に
登
下
校
で
き
る
よ
う
、
道
路

管
理
者
等
と
連
携
し
通
学
路
の
安
全
確
保
に
努
め
て

お
り
ま
す
の
で
、

お
気
づ
き
の
点
な

ど
学
校
や
教
育
委

員
会
に
ご
連
絡
お

願
い
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

阿
部　
清 

議
員

教
育
問
題

　
２
月
20
日
発
行
の
市
立
寒

河
江
中
部
小
学
校
広
報
誌

『
山
法
師
』
に
渡
辺
聡
校
長
の
〝
教
科
担
任
制
〟
に

つ
い
て
の
説
明
文
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
４
～
６
年

生
の
授
業
科
目
と
担
当
先
生
名
が
記
さ
れ
て
い
た
。

問
本
市
内
小
学
校
に
お
け
る
教
科
担
任
制
の
実
施
状

況
は
。

現
在
、
本
市
の
全
て
の
小
学
校
で
は
、
各
学
校
の

事
情
に
応
じ
て
選
択
し
た
特
定
の
教
科
に
つ
い
て
、

教
頭
や
教
務
主
任
な
ど
の
担
任
外
の
教
員
が
授
業
を

受
け
持
つ
こ
と
が
日
常
的
に
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
児
童
数
・
学
級
数
の
多
い
学
校
で
は
、
複

数
の
学
年
・
学
級
に
指
導
す
る
担
任
外
の
加
配
教
員

が
国
に
よ
っ
て
配
置
さ
れ
、
理
科
等
の
特
定
の
教
科

を
専
門
に
受
け
持
っ
て
実
施
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
令
和
３
年
度
は
、
受
け
持
ち
以
外
の
学
級
や
学
年

に
指
導
す
る
形
態
を
と
っ
た
小
学
校
が
４
校
あ
り
ま
す
。

問
本
市
内
小
・
中
学
校
の
コ
ロ
ナ
禍
で
の
授
業
等
の

補
填
策
は
。

学
級
・
学
年
閉
鎖
、
休

校
の
措
置
を
と
っ
た
場
合

に
は
、
児
童
生
徒
に
１
人

１
台
配
布
し
て
い
る
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
を
活
用
し
た

完
全
リ
モ
ー
ト
で
の
授
業

を
行
い
、
学
習
機
会
の
保

障
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

荒
木
春
吉 

議
員

ロータリー車による巾出し後

今後統合予定の市内中学校

寒河江中部小学校の教科担任制授業

市市教

教教教

教

教
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令 和 4 年 第 １ 回 定 例 会
議案番号 議　　案　　名 採決結果 議案番号 議　　案　　名 採決結果

人権擁護委員の候補者の推薦に関し
意見を求めることについて

同意
（全会一致） 議第16号

寒河江市地域経済牽引事業の促進の
ための固定資産税の課税免除に関す
る条例の制定について

可決
（全会一致）

承認第１号
専決処分の承認を求めることについ
て（令和３年度寒河江市一般会計補
正予算（第８号））

承認
（全会一致） 議第17号 寒河江市立保育所設置条例の一部改

正について
可決

（全会一致）

議第１号 令和３年度寒河江市一般会計補正予
算（第９号）

可決
（全会一致） 議第18号 寒河江市市民浴場に関する条例の一

部改正について
可決

（全会一致）

議第２号 令和３年度寒河江市国民健康保険特
別会計補正予算（第１号）

可決
（全会一致） 議第19号

寒河江市が管理する市道の構造の技
術的基準等を定める条例の一部改正
について

可決
（全会一致）

議第３号 令和４年度寒河江市一般会計予算 可決
（全会一致） 議第20号 寒河江市都市公園条例の一部改正に

ついて
可決

（全会一致）

議第４号 令和４年度寒河江市国民健康保険特
別会計予算

可決
（全会一致） 議第21号

西村山広域行政事務組合と寒河江市
との事務委託に関する規約の一部変
更について

可決
（全会一致）

議第５号 令和４年度寒河江市後期高齢者医療
特別会計予算

可決
（全会一致） 議第22号 辺地に係る公共的施設の総合整備計

画の一部変更について
可決

（全会一致）

議第６号 令和４年度寒河江市介護保険特別会
計予算

可決
（全会一致） 議第23号 辺地に係る公共的施設の総合整備計

画の一部変更について
可決

（全会一致）

議第７号 令和４年度寒河江市介護認定審査会
共同設置特別会計予算

可決
（全会一致） 議第24号 寒河江市教育委員会教育長の任命に

ついて
同意

（全会一致）

議第８号 令和４年度寒河江市財産区特別会計
（高松、醍醐、三泉）予算

可決
（全会一致） 議第25号 令和３年度寒河江市一般会計補正予

算（第10号）
可決

（全会一致）

議第９号 令和４年度寒河江市下水道事業会計
予算

可決
（全会一致） 議第26号 令和４年度寒河江市一般会計補正予

算（第１号）
可決

（全会一致）

議第10号 令和４年度寒河江市立病院事業会計
予算

可決
（全会一致） 議第27号

寒河江市立病院企業職員の給与の種
類及び基準に関する条例の一部改正
について

可決
（全会一致）

議第11号 令和４年度寒河江市水道事業会計予算 可決
（全会一致） 議第28号 損害賠償の額を定めることについて 可決

（全会一致）

議第12号 寒河江市ゼロカーボンシティ宣言に
ついて

可決
（全会一致） 請願第１号

人道的見地から沖縄戦戦没者の遺骨等
を含む土砂を採取し埋め立てに使用し
ないよう国に意見書提出を求める請願

採択
（賛否表参照）

議第13号 寒河江市課制条例の一部改正について 可決
（全会一致） 議会案第１号 ロシアによるウクライナ侵略に断固

抗議する決議
可決

（全会一致）

議第14号 寒河江市職員の育児休業等に関する
条例の一部改正について

可決
（全会一致） 議会案第２号

人道的見地から沖縄戦戦没者の遺骨等を
含む土砂を採取し埋め立てに使用しない
よう国に求める意見書の提出について

可決
（賛否表参照）

議第15号 つのだ地域コミュニティ活性化推進
基金条例の制定について

可決
（全会一致） 議会案第３号 寒河江市議会委員会条例の一部改正

について
可決

（全会一致）

賛否表（賛否が分かれたものや、退席などがあった場合に表示しています。）
議席番号 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 15 16

採
決
結
果

國
井
　
輝
明

太
田
　
陽
子

鈴
木
み
ゆ
き

安
孫
子
義
徳

月
光
　
裕
晶

後
藤
健
一
郎

渡
邉
　
賢
一

古
沢
　
清
志

佐
藤
　
耕
治

太
田
　
芳
彦

阿
部
　
　
清

沖
津
　
一
博

荒
木
　
春
吉

柏
倉
　
信
一

木
村
寿
太
郎

伊
藤
　
正
彦

請願第１号 ※ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 採択

議会案第２号 ※ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 可決

○は賛成、×は反対、※議長は採決に加わらない。

提出議案等と採決結果令和４年第１回定例会
可決・否決……一般議案、予算等
同意・不同意…人事案件等
認定・不認定…決算議案等
採択・不採択…請願・陳情
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議　会　日　誌
　寒河江市議会は総務産業常任委員会と厚生文教常任委員会の二つの常
任委員会があり、それぞれの分野について日々活動しております。今回、
総務産業常任委員会のオンライン視察、厚生文教常任委員会の行政調査
について活動報告します。

　
　
２
月

４
日　

�

厚
生
文
教
常
任
委
員
会
行
政
調
査

７
日　
議
会
広
報
委
員
会

18
日　

 

全
員
協
議
会
、
予
算
内
示
会
、
議

員
懇
談
会
、
議
会
改
革
・
活
性
化

検
討
委
員
会

21
日　
会
派
代
表
者
会
議

25
日　
議
会
運
営
委
員
会

　
　
３
月

2
日　

 

第
１
回
定
例
会
（
～
23
日
）、
会
派

代
表
者
会
議
、
議
会
広
報
委
員
会

９
日　
全
員
協
議
会

16
日　
会
派
代
表
者
会
議

22
日　
議
会
運
営
委
員
会

23
日　

 

会
派
代
表
者
会
議
、
ス
ポ
ー
ツ
議

員
連
盟
役
員
会

28
日　
山
形
広
域
炊
飯
施
設
内
覧

　
　
４
月

６
日　

 

山
形
県
市
議
会
議
長
会
第
１
４
７

回
定
期
総
会

７
日　

 

議
員
懇
談
会
、
議
会
広
報
委
員
会

15
日　
議
会
広
報
委
員
会

21
日　
議
会
運
営
委
員
会

26
日　

 

第
１
回
臨
時
会
、
会
派
代
表
者
会

議
、
議
会
広
報
委
員
会

　
　
５
月

10
日　
議
会
改
革
・
活
性
化
検
討
委
員
会

主
な
日
程

　
１
月
28
日
、
先
進
的
な
取
り
組
み
を

行
う
神
戸
市
の
担
当
の
方
に
お
話
を
伺

い
ま
し
た
。
神
戸
市
は
空
き
家
が
増
え

る
一
因
で
あ
る
「
建
物
が
建
っ
て
い
た

ほ
う
が
税
金
が
安
く
な
る
し
、
更
地
に

す
る
と
解
体
費
用
等
も
か
か
る
」
と
い

う
事
実
に
対
し
、
税
金
の
優
遇
措
置
を

無
く
し
、
空
き
家
の
解
体
を
推
し
進
め

て
い
る
そ
う
で
す
。
寒
河
江
市
で
も
空

き
家
は
増
加
傾
向
に
あ
る
た
め
、
こ
の

視
察
で
学
ん
だ
こ
と
を
活
か
し
て
ま
い

り
ま
す
。

神
戸
市
の
空
き
家
対
策
を

オ
ン
ラ
イ
ン
で
視
察
し
ま
し
た

　
市
内
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
運
営
状

況
等
に
つ
い
て
調
査
す
る
た
め
に
、
子

育
て
推
進
課
よ
り
説
明
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
連
絡
会
と
の
意

見
交
換
会
で
問
題
と
さ
れ
て
い
た
運
営

主
体
が
統
一
さ
れ
て
い
な
い
点
や
、
指

導
員
の
確
保
や
配
置
に
関
す
る
問
題
等

を
当
局
で
も
把
握
し
た
う
え
で
解
消
に

向
け
検
討
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま

し
た
。
今
後
も
、
学
童
保
育
の
運
営
改

善
に
向
け
調
査
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

よ
り
よ
い
今
後
の
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
の
在
り
方
に
つ
い
て
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寒河江市議会広報委員会
委 員 長　荒木　春吉　
副委員長　安孫子義徳
沖津　一博　阿部　　清　佐藤　耕治
後藤健一郎　太田　陽子　月光　裕晶

新しく、読みやすく

さがえ市議会だより
全面リニューアル

　より多くの市民の方が「手に取ってみたくなる・読んでみたくなる」
議会だよりを目指し、この度全面リニューアル致しました。

より近くに。
時代に合わせた発信
議会だよりリニューアルに合わせて
SNSでも情報発信していきます。
いいね！やフォロー、宜しくお願いします

@sagae_gikai

@sagae.gikai

@sagae_gikai

“想い”を伝える
　Letter（手紙）のように

　これまでは「議会の情報を、できるだけ詳細に伝える・たくさん
発信する」ことを目的とし、議会だよりを発行して参りました。
　しかしながら「文字が多くて読みづらい・とっつきづらい・見た
目の魅力がない」等の声が寄せられていました。
　「手に取られないならば読まれない」。そこで「気軽に手に取って
もらえるような誌面」にし、「情報をとにかく発信する」のではなく「想
いを伝える」をコンセプトとし、議会だよりのタイトルを「Letter（手
紙）」としました。

コンセプト
リニューアル

皆様にご出演頂く「特集」 議会をより身近に、わかりやすく
　寒河江市の未来を見据え、市内で活躍してい
る方に直接お話しを伺う「特集」を掲載するこ
とにしました。
　これまで「議会だより」をあまり読んでいな
かった方にも興味をもっていただけるような特
集ページを目指していきます。

　多くの議案を掲載ではなく、数を絞ってできる
だけ簡潔に掲載するようにしました。
　またアイコンや写真などを用い、一目でわかり
やすい誌面を心がけました。
　議会をより身近に感じていただけるようなペー
ジも次号より掲載致します。

ここが大
きく変わった!!

■
発
行
　
寒
河
江
市
議
会
　
■
編
集
　
寒
河
江
市
議
会
広
報
委
員
会
　

■
印
刷
　
寒
河
江
印
刷
株
式
会
社
　
こ
の
市
議
会
だ
よ
り
の
用
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

令和４年第2回定例会（予定）
日 月 火 水 木 金 土
5/22 23 24 25 26

招集告示
27 28

29 30 31
議会運営
委員会

6/1 2 3
本会議
（開会）

4

5 6

議案調査日
7

議案調査日
8
本会議

（一般質問）

9

議案調査日
10
本会議

（一般質問）

11

12 13　本会議
予算特別委員会
委員会・分科会

14
委員会・分科会

15

事務処理日
16

事務処理日
17
議会運営
委員会

18

19 20	
予算特別委員会
本会議（閉会）

21 22 23 24 25

　開会時間はいずれも午前９時30分の予定です。
　新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止の観点
等から、日程が変更になる可能性がありますので、
詳細は議会事務局（☎85-1899）にお問い合わせく
ださい。
■請願・陳情の締め切り
　第2回定例会の請願・陳情は5月30日（月）正午
までに議会事務局へご持参ください。

傍聴をご希望される皆様へ
　本会議等の傍聴については、新型
コロナウイルス感染症の拡大状況に
より、ご遠慮いただく場合がありま
す。また、市議会ホームページでは、
インターネットによる本会議等のラ
イブ中継、録画映像の配信を行っておりますので、
ぜひご覧ください。
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